



















Thick wood constructions, like CLT or log walls, are excellent both in heat insulation and 
heat storage, as well as in structural resistance. Instead of evaluating respectively the 
technical advantages, this paper focuses on the mutuality of these performances, especially 
from the view point of thermal conditions. 
Numerical analysis with a conventional software revealed the results as following: 
Although it is not reasonable to realize thermally sufficient room conditions only with 
thick wood panels, a simple modification, e.g. adding XPS insulation layer, on the thick 
wood panels achieves an excellent mutual effect of heat insulation and storage. The effect of 
wood panel variation was also studied. In comparison of the panels with inner air layer, the 
solid wood panel showed a slight advantage.  












































写真 1 CLT 断面と事例  
(一般社団法人日本 CLT 協会 HP より） 
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写真 2 ブレットシュタッペル断面・事例 
 












比較対象とする RC 造、H25 年基準については以下の
構成とする。平成 11 年の次世代省エネ基準における構
成をもとにし、平成 11 年、平成 25 年の両基準を満たし
ている。 
 




























































表 2 検討 a 熱貫流率一覧 [W/㎡・K] 
 RC H25 木 150 木 210 木 270 
床 0.43 0.29 0.68 0.49 0.39 
内壁 3.01 2.31 0.63 0.47 0.37 
外壁 0.65 0.4 0.66 0.48 0.38 
2 階床 1.63 1.63 0.63 0.47 0.37 
屋根 0.35 0.21 0.66 0.48 0.38 
 
表 3 検討 b 熱貫流率一覧 [W/㎡・K] 
 RC H25 90/50 150/30 150/50 210/30 
床 0.43 0.29 0.47 0.46 0.38 0.37 
内壁 3.01 2.31 0.96 0.63 0.63 0.47 
外壁 0.65 0.4 0.46 0.45 0.37 0.36 
2 階床 1.63 1.63 0.96 0.63 0.63 0.47 










■世帯構成：4 人(人体における最大発熱量 400W) 
■規模：1 階 62.94 ㎡/2 階 62.94 ㎡/延床面積 125.88 ㎡ 
■解析対象室：1 階居間(南西)20.5 ㎡/和室(南東)13.2 ㎡ 
■地点 東京(H25 年基準 地域区分：5 地域) 
■気象データ BEST1 分値 
■期間 冬季 1 月 22 日－1 月 24 日(最低気温 1 月 23 日) 
夏季 8 月 4 日－8 月 6 日(最高気温 8 月 5 日) 
 
 




共通とし、窓仕様は表 4 に示す。 





熱貫流率 2.64[W/㎡・K] 日射透過率 0.069[-] 
日射熱取得率 0.55[-] 可視光透過率 0.062[-] 
 
（４）結果 
a) 検討 a.木質厚板のみ 
 
 
図 2 夏期 1 階居間(南西) 3 日間温度(8/4～8/6) 
 
表 5 3 日間の最高/最低/平均気温/温度変動 単位[℃] 






最高 34.9 31.5 35.7 33.5 33.3 33.1 
最低 24.7 28.5 29.3 28.8 28.8 28.9 
平均 29.3 30.2 33.0 31.6 31.4 31.3 




図 3 冬期 1 階居間(南西)3 日間温度(1/22～1/24) 
 
 
表 6 3 日間の最高/最低/平均気温/温度変動 単位[℃] 






最高 8.7 9.3 12.4 9.4 9.9 10.6 
最低 -0.5 7.6 4.8 5.7 6.7 7.6 
平均 3.3 8.6 8.0 7.2 8.3 9.2 




図 4 夏期 1 階和室(南東) 3 日間温度(8/4～8/6) 
 
表 7 3 日間の最高/最低/平均気温/温度変動 単位[℃] 






最高 34.9 30.0 33.7 30.9 30.3 29.8 
最低 24.7 27.9 29.0 27.6 27.3 27.3 
平均 29.3 29.1 31.8 29.6 29.0 28.7 




図 5 冬期 1 階和室(南東) 3 日間温度(1/22～1/24) 
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表 8 3 日間の最高/最低/平均気温/温度変動 単位[℃] 






最高 8.7 7.9 9.7 6.0 6.6 7.3 
最低 -0.5 7.0 4.5 4.7 5.4 6.2 
平均 3.3 7.5 6.5 5.1 6.1 6.8 
変動 9.2 0.9 5.2 1.3 1.2 1.2 
 
b) 検討 b.木質厚板＋外断熱 
 
 
図 6 夏期 1 階居間(南西) 3 日間温度(8/4～8/6) 
 













最高 34.9 31.5 35.7 33.8 33.5 33.5 33.2 
最低 24.7 28.5 29.3 29.2 28.9 29.1 29.0 
平均 29.3 30.2 33.0 32.0 31.6 31.7 31.4 




図 7 冬期 1 階居間(南西) 3 日間温度(1/22～1/24) 
 













最高 8.7 9.3 12.4 10.2 10.0 10.4 10.6 
最低 -0.5 7.6 4.8 6.3 6.7 7.2 7.6 
平均 3.3 8.6 8.0 7.8 8.3 8.8 9.1 





図 8 夏期 1 階和室(南東) 3 日間温度(8/4～8/6) 
 













最高 34.9 30.0 33.7 31.4 30.6 30.6 30.1 
最低 24.7 27.9 29.0 28.2 27.6 27.7 27.5 
平均 29.3 29.1 31.8 30.1 29.3 29.3 29.0 




図 9 冬期 1 階和室(南東) 3 日間温度(1/22～1/24) 
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最高 8.7 7.9 9.7 7.0 6.6 7.1 7.4 
最低 -0.5 7.0 4.5 5.3 5.5 6.0 6.3 
平均 3.3 7.5 6.5 5.9 6.1 6.6 6.9 




a） 検討 aの考察 
木質厚板の蓄熱効果により、温度の変動が抑えられ室温
が安定している。270mm 厚では UA 値(外皮熱貫流率)





し 150mm は冬期の断熱性が足りず、210mm は冷え込
む方角に位置する部屋では断熱性が低いといえる。 
 
表 13 外皮熱貫流率(UA)値/冷房日射取得率(ηAs)値 






UA 値 0.87 0.74 1.01 0.86 0.78 
ηAs 値 2.4 2.1 2.7 2.4 2.2 
 (単位：UA 値[W/㎡・K]、ηAs 値[%]、H25 年の基準
は UA 値=0.87 以下,ηAS 値=3.0%以下) 
 
ｂ）検討ｂの考察 
 厚板 90mm＋外断熱 50mm では蓄熱効果から室温の
安定、夏期の温度低下が見られるが、冬期の断熱性が不






表 14 外皮熱貫流率(UA)値/冷房日射取得率(ηAs)値 








UA 値 0.87 0.74 0.84 0.84 0.77 0.76 









検討項目は以下の 2 タイプである。 
■a ラミナ厚 30mm の空気層/断熱材を挿入したタイプ 
■b 空気層幅を 30mm から 10mm へと狭めたタイプ 








50mm=0.32 ㎥  
→0.26 ㎥(木材率：81%) 
L900mm×H2400mm×t15
0mm=0.32 ㎥  
→0.26 ㎥ (木材率 81%) 
図 10 検討 a.モデル 
 
検討 b ではラミナ 7 層を積層した CLT210mm をモデル
とし、空気層内部の対流を抑え、木材の蓄熱量の低下を





図 11 検討 b.モデル 
 
















表 15 解析条件 
乱流モデル 線形レイノルズ数モデル 
差分スキーム 一次精度風上 
浮力 Bousinesq 近似 
流入流出境界 Xmin:流速規定(1.2m/s) Xmax:自然流出 





a) 検討 a.ラミナ厚 30mmの空気層/断熱材挿入 
室外側を 0mm とし、壁厚 150mm 内部に 15mm ごと
に設けた温度状況、観測点の温度グラフを以下に示す。 
(外気温：5℃  室内人体モデル：33℃) 
 
図 13 XY 面温度(空気層：垂直) 
 
 
図 14 XY 面温度(空気層：垂直) 
 
図 15 XY 面温度(空気層：水平) 
 
 
図 16 XZ 面温度(空気層：水平) 
 
 
図 17 検討 a.グラフ 
 
 













25.6 24.9 25.0 26.1 26.0 
室外側
(150m) 
14.5 14.4 14.6 14.4 14.5 





b) 検討 b.ラミナ厚 30mm→10mm 
室外側を 0mm とし、壁厚 210mm 内部に 15mm ごと
に設けた温度状況、観測点の温度グラフを以下に示す。 
(外気温：5℃  室内人体モデル：33℃) 
 
 
図 18 XY 面温度(空気層：水平、30mm 厚) 
 
 
図 19 XZ 面温度(空気層：水平、30mm 厚) 
 
 
図 20 XY 面温度(空気層：水平、10mm 厚) 
 
 
図 21 XZ 面温度(空気層：水平、10mm 厚) 
 











室内側 26.6 26.5 26.1 26.8 27.4 
室外側 14.9 14.4 15.8 14.3 15.5 
温度差 11.7 12.1 11.1 12.2 12.0 




































図 23 CLT のロードマップ(林野庁/国土交通省) 
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